
 

 

 

編集後記 

 

２回目の編集担当となりましたが、前任の一ノ瀬先

生、安武先生が作業手順、原稿のフォーマットを整

えていただいたおかげで、比較的スムーズに進める

ことができました。内容的には情報科学部の多彩な

活動を反映して、報告事項が多くなりましたが、学部

の１年間の充実した活動を振り返ることができたと思

います。逆に今回は研究紹介が少なくなりましたが、

これについては次回以降に期待したいと思います。

最後に原稿を執筆いただいた方々、編集委員の皆

様、引き続きご協力いただいた安武先生に感謝いた

します。（安部） 

 

今回、創刊号、２巻１号以来の編集委員となりまし

た。今回はＥＴロボコンの記事の執筆や博士論文紹

介などを担当しました。原稿が遅れたりして他の編集

員の方にいろいろご迷惑をおかけしました。また次

回に今回の経験を行けしていければと考えています。

（澤田） 

 

今回、学部活動報告や卒業研究など、業績データ

の収集・とりまとめを担当させていただきました。先生

方には例年と異なるフリー形式での業績データを提

出していただき、ご面倒をおかけしました。また、収

集後の原稿をまとめる作業を他の編集委員の先生方

にお任せしてしまったことを大変申し訳なく思ってお

ります。編集委員として良かったことは、原稿依頼を

兼ねて研究室 OB の学生に連絡を取れたことです。

（米元） 

 

編集委員として一足先に記事を読んでみると、学

部活動が幅広く充実していることに改めて気づかさ

れました。思えば 2002 年 4 月に学部が開設されは

や 11年目、いよいよ脂がのってきた感じがします。 

今回で編集委員の仕事から離れることとなりますが、

今後は原稿執筆で貢献できればと思います。最後に、

安部編集委員長その他編集委員の先生方、そして

原稿を執筆いただいた皆様に深く感謝いたします。

（稲永） 
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